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測定の流れ �

1.  予約：サイボウズ�

2.  サンプル調製�

3.  測定�

4.  データ保存�

5.  片付け、退室�

6.  データ処理（各研究室にて）�



1. 予約�

これまでとの変更点�

�昼間（9:00~21:00）… 原則、連続1時間程度�

�夜間・土日祝日��… 長時間測定可�

◎使用時は必ず事前にサイボウズで予約 �

◎研究室名だけでなく測定者氏名の記入をお忘れなく �



サイボウズ�

http://133.5.167.104/scripts/cbag/ag.exe?page=AGIndex �



クリック �



日付を選択�

時間を選択�

プルダウンメニューから「測定」を選び �
右側の枠内に名前を入力�

研究室名を選択し�
「←追加」ボタンをクリック �

最後に「登録する」ボタンをクリック �



クリックして
予約を確認�



予約完了�



2. サンプル調製�

◎汚れていないサンプル管を使う（内側も外側も） �

◎ヒビや反りのないサンプル管を使う �

◎適切な溶媒を選び均一な溶液にする�

◎不溶物は必ず除去する（必要に応じ綿ろ過など） �

◎液量を厳守する：高さ 4 cm�

◎必要以上に高濃度にしない�

スピン不良やシム調整不良、分解能低下の原因になります�



3. 測定時�

＜主な注意点＞�
◎磁気カード、腕時計、金属は入り口近くに置く�
◎使用記録簿に忘れず記入する�
◎サンプルホルダは丁寧に正確に扱う �
◎デフォルトのシムファイルは絶対に上書きしない �

異常を感じた、不審な点がある、訳がわからない状態になって �
しまった…など、問題があった場合にはすみやかに管理者に連絡を。 �
自分一人で何とかしようとすると、事態は悪化する可能性が高いです。 �
自分や周りの人たちの命にも関わりますので、よろしくお願いします。 �

600 MHz: 生物有機（大石研）�海老根    内線2763�
400 MHz: 触媒有機（徳永研）�濱崎 �内線7528�



◎使用記録�

・サブPCのデスクトップ上にある
“使用記録”というExcelファイルを
開き、表に沿って適宜記入し、上
書き保存する�

・記入欄がいっぱいになったら、別
のシートのタブをクリックし、そちら
に記入する�

サブPC	

メインPC	

メインPC �
→NMRの測定専用。ネット接続しない。 �
���USBフラッシュメモリを挿入しないように。 �

サブPC �
→データの移動や使用記録の入力専用。 �
���サイボウズ以外のサイトの閲覧禁止。 �



使用記録�

「溶媒」「核種・測定項目」の欄は、セルをクリックすると�
プルダウンリストが出ますので、その中から選んでください。 �
自分の測定溶媒、核種、測定項目がリスト中にない場合は、 �
「その他」を選び、備考欄に記載してください。 �

・ロックがかからない、シムが上がらない、などの
理由で結局測定が出来なかった場合でも、使用
記録は必ず記入し、その旨を備考欄に記してお
いてください。 �
そのような情報こそ、NMRの適切な維持/管理に
必要不可欠です。ご協力よろしくお願い致します。 �

・原則、データ処理およびプリントアウトは各研究
室で行うようお願いしていますが、時間の都合な
どからプリントアウトをした場合は、「印刷●枚」と
備考欄に記入してください。 �

開始時刻はNMR室に入った直後の時刻、 �
終了時刻はNMR室を出る直前の時刻、とします。 �
※Ctrl + : (コロン)で現在時刻をセルに入力できます。 �



3. 測定�
◎以下のものを所持したまま装置（＝強力な磁石）に近付かない �

・クレジットカード等→使用できなくなる可能性があります。 �

・腕時計→狂う、壊れる可能性があります。 �

・ピンセット、カッター、鍵、ヘアピン、クリップなど�

�→一旦マグネットに付くと取れず、大事故につながります。 �

モニターがoffになっているのでonにする	



サンプルホルダ �
・柔らかい素材なので丁寧に扱う �
・サンプル管をよく拭いてからホルダに入れる�

ここを	  
持たない！	



①5 と書いてあるゲージ（“直径5mmのサンプル管用”の意）を使う。 �

②ゲージにホルダを乗せて、サンプル管の高さを調整し、ゲージから取り出す�
③サンプルホルダを注意深く持って階段を上り、NMR装置本体上部中央の白い蓋をはずす。 �

���中に別のサンプルがないこと、空気が出て来ていることを確認して、静かに乗せる�

①	 ②	 ③	



PC上の操作 �
サンプルを乗せたあと、L（Load の意）ボタンをクリック �



Lボタンの上が緑色になる� スピンかかる�

スピンがかからない原因	  

・サンプルの液量が適切でない	  

・ホルダが汚れている	  

・サンプルの高さが合っていない	  
　（ゲージが間違っている）	  

・プローブ（NMR内部）が汚れている	  
etc…	



オートシム①もしくは グラジエントシム②をクリック �

①	

②	



シム調整開始（画面上が全体的に黄色い。調整中は時々赤になる）。 �
通常1分程度で終了する。 �



“Refresh Shims” は�
いかなる場合でも押さない！�

手動でのシム調整も可能。 �

万が一Refresh Shims を�
押してしまっても、この画面で �
Cancel を選べば大丈夫。 �



“Expmnt” �
をクリック �

シムを調整している間に測定の設定、サンプル情報の入力を行う。 �



通常の1H 1D測定であれば“single_pulse.ex2” を選択�

最後に“OK”を押す�



“Browse” から自分の
研究室のフォルダを開
く �

このような画面が現れるので、まず、 �
“Browse”からデータの保存先と保存名の設定する。 �



自分の研究室の
フォルダを開く �

“Browse” をクリックすると�
この画面が現れる	



自分の名前のフォルダ（予め作成しておく）をクリック後、サンプル名を入力�

自分の名前の
フォルダを選び �

サンプル名を�
入力�



サンプル名が指定されたのを確認�

“auto gain” にチェックを入れる�



“scans” の数値を変えて �
積算回数を指定�

“Acquisition”タブをクリックし積算回数を設定する�



“Pulse”タブ内で、遅延時間“relaxation delay” を設定可能。 �

遅延時間の設定�



そうこうしている間にシム調整が終わる（全体的に緑色の画面になる）ので �
Submit をクリック→積算が始まる�

緑色になれば測定できる�

“Submit”を押すと
積算が始まる�



“GO”をクリック �



現在進行している�
測定に関する情報が�
記載される�



クリックすると色が反転する。
この状態で“STOP”ボタンを
クリックすると途中で積算を
停止させることもできる。 �

“STOP”ボタン �



積算が終了するとこの画面が出る。 �
下段にはフーリエ変換後のスペクトルも表示される。 �
この画面で、測定したスペクトルを確認することができる。 �



デスクトップ上のDataフォルダをクリック
して、測定したファイルがあることを確
認する。	  



4. データ保存�

◎持参したUSBフラッシュメモリに測定データをコピーし、 �
�各研究室に戻ってからデータ処理を行う �

◎フラッシュメモリの接続が許可されているのは、ノートPCのみ。 �
�測定を行う際に使用したデスクトップPCには�
�絶対にUSBメモリを接続しないこと。 �

◎サイボウズ以外のインターネットサイトの閲覧は禁止。 �

◎PC上のフォルダに保存されているデータは�
�各研究室でバックアップを取るなどして �
�管理してください。（年度末には一括整理します）�

延長ケーブルがあるので �
そこに自分のUSBメモリをつなぐ�



初めて測定する人は、予め、 �
所属研究室のフォルダ内に �
自分の名前の付いたフォルダを
作成しておいてください。 �

「data(ECA)-ショートカット」 �
というフォルダに、測定したデータが�
自動的に保存されます。 �



各自のデータは、“Data”フォルダに直接保存するのではなく、 �
Dataフォルダ内に研究室フォルダを作成し、その中に各自のフォルダを
作成して収納してください。そのルールを守らないデータ（点線枠内）は、
削除します。 �

データ移行期限：2011年6月15日（水）24時まで �



5. 片付け・退室�

◎終了時刻を使用記録簿に忘れず記入する。 �
�（Excelファイル、ノートPC上にあります）�
�何か気になった点があれば些細なことでも �
�備考欄に記入しておくようお願いします。 �

◎整理整頓を心がける。 �
�使ったものは元の位置へ。ゴミはゴミ箱へ。 �

◎忘れ物のないよう確認 �

※困ったときや緊急時の連絡先： �
���600 MHz���内線2763 海老根 or 真鍋�
���400 MHz���内線7528 浜崎�



6. データ処理�

◎混雑防止のため、基本的には各研究室にて行ってください。 �

◎処理ソフト”Delta”は、日本電子（JEOL）のサイトから�
���ダウンロードできます。 �

www.jeol.co.jp/products/product/delta_nmr_software/index.htm�

���詳細は各研究室の先輩に聞いてみてください。 �

※NMR室のPCのDataフォルダにあるデータについては、 �
���各研究室で定期的にバックアップを取るなどして管理してください。 �
���PCの動作保護のため、定期的にデータを削除する予定です。 �



◎最後に �

共用NMRに関しては、これまで確固たるルールのないまま運営して �
参りましたが、そのためか、細々とした問題が頻繁に発生して �

おりました。そこでこのたび、装置を常に良い状態で利用できるよう、 �

勝手ではありますが、上記のようにルールを設けることと致しました。 �

しかしながら、まずは状況の把握からという状態ですので、ルールの中には�
現実的でない部分もあるかと思われます。皆様には不自由やご不便を �

おかけすると思いますが、その際はどうぞ遠慮なくご意見・ご要望を �

お寄せ下さい。それらを総合し、改善して行きたいと思います。 �

どうぞよろしくお願い致します。 �

2011.6.1�

生物有機化学研究室 助教 海老根 真琴�
ebine@chem.kyushu-univ.jp�


